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2.研 究の ね らい ・目的
(1)日本の 「南方関与」に関す る研究は、矢野暢著 『「南進」の系譜」(中公新書、1975)
によって開始 されたが、 これを契機に 「南進論 ・政治過程」、 「軍事」、 「経済進出」、 「移
民 ・在留邦人社会」、 「人権 ・道義的観点」、 「交流」、 「現地の人々の見方一」などと分類 さ
れ る領域で、急速 に研究が進捗 してきた(小 島勝 「「南進』の系譜以後」矢野暢編r講 座東南
アジア学10東南アジアと日本』[弘 文堂、正991]参照)。近年の成果は、前掲 『講座東南アジ
ア学10東南アジア と日本』であるが、矢野氏が提起 した問題意識である① 「アジア主義」との
非連続性、②明治時代の 「無告の民」への評価、③大正時代の 「南進論」の特質、④大東亜共
栄圏構想 と南方関与との関連性、⑤戦後の 日本人の東南アジア進 出につきまとう精神性 と戦前
の 「南進」 との連続性、⑥南方関与を行 なった個 々の 日本人や個 々の進出企業の個別研究 とい
う課題の追究は今なお進行中であり、われわれの共同研究 もこの研究課題を継承 している。
「南方関与研究」は、日本人の東南アジア地域研究の基本的研究姿勢を問い続 けるエ トスを
内蔵 しているが、よ り広角的 ・精緻な事実の発掘 とそこに通底す る論理の析 出への努力を行な
いたい。
矢野氏によれば、 「南方関与」 とは、 「日本人の南方 との自然な関わ りの総体」の ことであ
り、 この 「南方関与」が国策 と結 びついて、侵略的傾向を帯びた局面が 「南進」であるとする
が、 この見解は今 日広 く定着 している。 「か らゆきさん」や民間の商人、商社 ・銀行 ・メーカ
ーの経済人 ないし企業人、政治家や軍人、教育者や僧侶など多 くの 日本人が、 「南方.1すなわ
ち現在の東南アジア地域 と関わったが、その関わ り方に脈打つ 「論理」をより総合的 ・重層的
に鮮明にし、今後の東南アジァとの関わ りの指針を把握 したい。
(2)この究明の仕方として、 まず第1に 、 日本国内の政治 ・経済 ・軍事 ・教育 ・文化 など
との関わ りの論理の追究ということがある。政治 ・経済 ・軍事 ・教育 ・文化 は各々独 自の論理
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を内包 しなが ら、その時代の 「南方関与」の制度化 と連関 している。第2に 、 「日本の南方関
与」 と言 って も、 ここの 「日本」には、本土の 日本人、沖縄県人、 日本統治時代の台湾 ・朝鮮
人、 日本人 との婚姻関係をもつ者およびその子弟、さらには北米などの 日系人などがあり、そ
こにはそれぞれ特有の南方関与の論理があったであろう。 この解明 も重要な視点を提供す る。
第3に 、 「南方」の中での地域差にもとつ く 「論理」の比較対照がある。大陸部と島嗅部、植
民地宗主国別などである。そして第4に 、 日本人の職種別 ・社会階層別の 「論理」の比較対照
とい うことがある。第1～ 第4は 相互に関係性を もっているが、これ らが時代相の変化 に応 じ
ていかなるダイナ ミックスを描いたのか、その絡みをより広角的 ・重層的に事実に基づいて理
論化 したいと考える。
(3)清水元は、主 として経済的側面か ら 「南進論」や 「東南アジア」概念、 「環太平洋構
想の原型」について、古代か ら遡 る日本の南方関与の歴史を 「海の論理」か ら説き解そうとす
る。察史君は、マ レーシア ・シンガポール地域を中心に現地サイ ドか ら、台湾人の活動な どを
通 して 日本 の軍事侵略 と文化工作の真相に迫る。また波多野澄雄は、 日本陸海軍の南進構想 ・
戦略と現実 の外交磁場 との連関を、今まで明らかにされなか った史実を発掘 しなが ら日本 の南
方に関す る 「外交 ・軍事の論理」を究明する。早瀬晋三は、 フィリピン渡航者のデータ分析な
どを通 して、 「南進」ではない民間人の 「南方関与」の属性を調べ、そ こにおける論理を明 ら
かにする。小島勝は、在外子弟教育の制度化過程を主 として分析 しなが ら、 「教育」の側 面か
ら日本人の南方 との関わ りに潜む論理を析出す る。
3.平 成7年 度 の研究経過





表題 目は、清水元 「「アジア主義』とr南 方関与』一第一次大戦期を中心 として」、波多野澄
雄 「戦時rア ジア新秩序論』と戦後構想」、早瀬晋三 「明治期r南 進論』とr大 東亜共栄圏」」、
小島勝 「r南方関与」 と教育問題」とす ること、④ 日時は、9月16日(土)午 後2時 か ら6時
まで とすることな どを決定 した。
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(2)第2回 研究会:9月16日(土)場 所1鹿 児島大学稲盛会館
午後2時 より6時 まで、鹿児島大学南太平洋海域研究センターにおける公開 シンポジウムに
おいて、清水元 ・波多野澄雄 ・早瀬晋三が研究発表を行 なった。それぞれの発表要 旨は、以下
の通 りである。
i)清水元rrア ジア主義』と 「南方関与」一第一次大戦期を中心 として」
①矢野暢氏が 「南方関与」という造語を用いたのは、政治学のコ ミットメントの訳語であ った
と思われるが、 「交流」で もなく、 「関係」で もない、 「関与」 という言葉には、 日本 と東南
アジアとの間に、相互性や相関性が欠如 して、 日本が主体で東南アジアが客体であるという…
方的な関わ りを表わす意味が こめ られていた と考えられ る。
② 日本側か らの一方的な関与 とこの関与を正統化する論理 ・イデオロギーを 「南進論」 と呼ぷ
わけである。
③南進論が沸騰 したのは、a明 治の中頃の1880年代か ら90年代にかけて、b明 治の末か ら大正
の初期の1910年代 、c昭 和前期の1930年代にか けての大東亜戦争 に入 ってい く時期の3回 であ
る。
④矢野暢氏は、 「南進論 とア ジア主義は別物であって、アジア主義的発想よりも当時の欧米の
外交思想 と噛み合 っている。 日本人の南方関与はアジア主義的特質に乏 しく、 日本の朝鮮半島
および中国との関わ りと東南アジアとの関わ りは本質的に違 うのではないか」という問題提起
を しているが、この命題は、明治 中期の第一期の南進論には当てはまるが、その後の南進論で
はアジア主義 と区別できない ものに変わって、最終的には大東亜共栄圏の概念に融解 していく
と私は考えている。
⑤近代 日本 の対外思想を生み出した磁場を構成 していた基層的条件 として、ar帝 国主義」の
国際秩序、b日 本 の西欧的国家システムへの参入、cヨ ーロッパ起源でない人種の国としての
日本が唯一の列強になったことがある。
⑥ この磁場ではた らいていたモメン ト・ベ ク トルとしては、a国 際性 ・近代化、b膨 張性、c
人種主義があ った。








⑨アジア主義は、近代化の力、脱亜入欧、欧米協調主義に対す る反作用 ・反動であった。 した
が って、もともと積極的な思想内容を もっていなかった。
⑩この反作用 ・反動 として、人種主義のモメン トが導入 されたのではないか。
⑪そ して、西欧の文明の原理 ・パ ワーポ リテ ィクスに対 して、儒教の徳治の概念によるモラル
ポ リティックスという傾向が現われた。
⑫ しか し、 アジア主義 の根底には西欧に対する屈辱的な現実認識があ り、西欧か ら身を守 ろう
とする防衛的性格、消極的性格がある。 「進取経略論」 ・ 「航海遠略論」に もこれがあ り、ア
ジアに勢力を拡張 しつつ西欧諸国に対抗 して 日本の独立を確保す るという、 「擁夷のための開
国論」が明治期のアジア主義者に濃厚に受 け継がれている。
⑬ 「脱亜主義」 と 「アジア主義」 ・ 「興亜」を二項対立的に捉え るこれ までの図式には、修正
が必要なのではないか。福沢諭吉の 「脱亜論」は、 自ら唱えていた東洋盟主論型の 「朝鮮改造
論」 ・ 「朝鮮進出論」か らの撤退宣言であって 「アジア侵略論」の出発点ではな く、樽井藤吉
の 「大東合邦論」もそれほど非侵略主義的な平等を追求 した ものではない。
⑭ 「膨張性」のモメン トは、 「国際性 ・近代化 」と 「人種主義」のモメン トに還元できる。そ
うす ると、 この二つのベク トルを縦横両軸 とする四次元図式ができ、それによって近代 日本の
対外思想のあ り方を示すことができる。
⑮縦軸の要素は人種 ・文化 ・宗教 ・地理的近接性などで、西洋 一東洋の軸であ り、横軸の要素
は近代化 ・西洋化の程度、力 ・技術の達成度などであ り、近代化 一伝統文化の軸である。
⑯そうする と、理念型 としての脱亜主義、アジア ・興亜主義は、それぞれ第1象 限と第3象 限
で表 されるが、福沢に しろ樽井にしろ、実際には第4象 限よりのところにあった と思われ る。
東洋盟主論型イデオロギーは、近代化とアジア ・東洋 という相矛盾す る構成要素によって規定
されているが、第4象 限に位置する。
⑰明治期の南進論は、アジアというよりもグローバルな視点か ら、 自由貿易を基礎においた通
商海洋国家 としてのビジ ョンをもとに議論を展開 しており、平和的 ・経済的な手段による 日本
の発展を強調 している。そ して、発展 してゆ くべき 「南洋」は、アジア とは別の太平洋地域で
あった。
⑱南進論は第一次大戦を契機に変容するが、その前の大正政変時の 「南進 ・北進」論争が重要
で、南進論は、陸軍の二個師団増設に反対 して これまで以上の北進を批判 して、財政整理の立
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場か ら展開 された。また徳富蘇峰は、 「南北併進論」を提示するとともにアジアの ことはアジ
アで処理すべ きであるという道義的帝国主義を打ち出 したが、第一次大戦期の南進論は、 この
道義的帝国主義を受け継 ぐ。
⑲第一次大戦期の南進論 は、一等国の仲 間入 りの意識で、 日本の重化学工業化のための市場 と
原料供給地を求めての東南アジア進出が構想 される。そ して、南洋が大洋州か らアジアに包摂
され ると観念 される。アジアは 日本の勢力範囲であるか ら、南洋 も日本の勢力圏であ り、適切
な指導を して、この未開状態を開発することが東洋の盟主 としての天職であるとの議論がされ
るようになる。膨 張主義 ・アジア主義的な傾向が強 くなるのである。その意味で、昭和期の南
進論の概念装置を用意 したと言える。
ii)早瀬晋三 「明治期 『南進論」と 『大東亜共栄圏』」
①結論的に言えば、南進論が実現できなか ったからこそ、アジアの民心が 日本軍か ら離れてい
った ということで ある。
②南進論には、a政 治的 ・軍事的側面、b経 済的進出に伴 う資源開発的な側面、c移 民植民の
三つの側面がある。
③大東亜共栄圏は、aは 達成 したが、bcは どうであったのか。
④明治期の南進論は現実性に乏 しいとされるが、 フィリピンに限れば菅沼貞風のように例外 も
あ った。その理 由として、a日 本が台湾を領有 して、フィリピンが隣国にな り、国境を接す る
ようになったこと、bフ ィリピン革命、フィリピンの民族運動が迫 り、 日本軍が介入 して くる
こと、c400年前の豊臣秀吉のルソン征伐、徳川家康のルソン征伐計画があ ったことが、悠長
ではな く、軍事占領を唱える南進論を導いた。
⑤杉浦重剛は、 「奨噌夢物語」の中で9万 人の青年男子をフィリピンに移住 させ、フィリピン
人と仲良 くな って時を待 って蜂起す るという案を出している。
⑥菅沼貞風は、 「新 日本図南の夢」の中で、この蜂起 して占領 した後、天皇に献上す るとし、
また、砂糖 ・麻 ・たばこ栽培に従事す る農業出稼 ぎ移民を送 ると言っている。
⑦福本 ミツも西欧追従に反対 し西欧の及ばない土地への侵略 ・進出を唱え、徳富蘇峰 も 『フ ィ
リピン群島』の中で、 フィリピンにおける民間主導型の膨張主義を唱えた。
⑧小説の世界で も、末広鉄腸 はr南 洋の大波乱』において、 フィリピンを植民地か ら解放 して
天皇に献上するという侵略主義的ス トー リーを描いた。
⑨ フィ リピン革命において も日本の軍部 ・政府との絡みをもち、フィリピンへの武器援助 の画
策、工作員(ス パイ)を 送 りつづけた ことがあった。
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⑩ しか し、フィリピンへの南進論の具体的なものはなかった。
⑪昭和10年代に明治期の南進論が復活 し、昭和10年、在マニ ラ日本人会によって 日本人墓地で
盛大な戦没式 とマニラにあった菅沼貞風の墓を移す式が行なわれている。昭和15年に 「新 日本
図南の夢』r大 日本商業史」r平 戸貿易志』が復刻 されるな ど、南進の先駆者 としての菅沼の
地位が確立する。
⑫在留邦人は、戦前にはフィ リピンに約3万 人、その中ダバオに2万 人がいたが、 日本の軍部
は組織だって利用 しようとしなか った。軍政幹部が求めた ことは、 「比島民衆の亀鑑」つま り
フィリピン人のお手本 になれ としか言わなかった。在留邦人 は、立派な 日本人になるために必
死で軍に協力 したが、それが評価 されなか った。 「教養低 く、礼節乏 しい」と見倣され、 「日
本人の体面を汚 したる者に対 し内地送還せよ」 とまで言われた。
⑬また、在 留邦人 もフィリピン人 と仲良 くしていたわ けではな く、共にアメ リカに蜂起すると
い うこともなかった。
⑭沖縄県人 はダバオでは半分 いたが、立派な日本人ではな く、オー トロハポンと呼ばれて差別
され、この 日本人の中での上下関係は、軍人、文官 ・司政官、内地か ら派遣の大会社の社員、
戦前か ら居住す る内地出身者、沖縄 出身者、混血児 というランキ ングであった。
⑮フィリピン人 も、キ リス ト教 フィリピン人、白人系フィリピン人、中国系、マ レー系、華僑、
イスラム教徒、少数民族 といったランキ ングをつ くっていった。
⑯ フィ リピン人の中で も親 日的なカ リワビ ・マカ ピリといわれた人たちも有効に利用できなか
った。
⑰結局、南進論は、政治 ・軍事的なものは成功 した ものの、経済はアメリカに依存 していて破




代あるいは30年代は じめまでは、経済的な側面を重視 し、平和的な考えを基調と していた。
②この南進論が、急進的 ・軍事的な北進論を抑制 したが、満州事変 ・日中戦争 を経て この機能
が失われてい く。そ して40年代に大東亜共栄圏に吸収 されてい く。
③19世紀半 ばの欧米列強の東アジア支配、すなわち 「白禍」に対する 日本 ・朝鮮 ・中国の共通
の苦悩をベ ースとしてアジア主義の連帯感が生 まれて くる。心情的 ・防衛的で あった。




⑤20年代は国際主義 ・民族 自決主義の時代であ り、東洋盟主論のような対外思想は影響力をも
ち得なかった。
⑥30年代に地域主義が世界の主要な流れになって、 「東亜連盟論」 ・ 「東亜協 同体論」が登場
する。 「東亜連盟論」は 日本 ・満州 ・中国三国の平等な立場での連帯の考えで あり、 日本 の覇
権、 日本の盟主を是認 しているわけではない。
⑦ 日中戦争の目的は、東亜新秩序の建設 と言われたが、アメリカとの衝突を避け、 この経済ブ
ロックを志向す るのではな く2Q年代の相互依存の経済 ネッ トワークを維持するというものであ
った。
⑧東 アジアにおいて日本がいかに独善的な行動を抑えながら、他方では指導国 としての役割を
果た してい くか というジレンマがあったが、ここで ドイツの地政学が大 きな影響を与えた。
⑨ ドイツ地政学(Geopolitik)は、生活圏 ・生存圏 ・広域経済圏の考え方であるが、1940年に




⑪地政学は、a弱 小民族は強い民族によってこそ独立が得 られるという強者の論理、b自 民族
優越主義、c生 存圏の論理に影響を与えたが、 ドイツ地政学が媒介 とな って大東亜共栄圏の考
え方 に発展 してい く。
⑫ 日本の政策形成者の念頭にあったのは植民地主義の克服であったが、 「八絋一宇」や 「各 々
其ノ処 ヲ得セシム」 という思想が出された。
⑬この 日本盟主的なアジア新秩序に批判す るグループは、43年ll月に大東亜共 同宣言を発表 し
て、英米の戦争 目的にできるだけ近づけようとす るが、大東亜省や陸軍が足を引っ張 り、あい
まいなものになった。
⑭44年になって、敗北が明らかになり、東南 アジアの 占領地を手放すことが確実になると、東
南ア ジア ・太平洋の英米に対抗 して、日 ・中 ・ソの提携構想が出て くる。
⑮また、大東亜宣言を洗練 してい く第二次大東亜宣言が45年4月に出されたが、これはアメリ
カの国務省が起草 した と言 って もさしつかえないような内容になってお り、 「脱亜入米」の考




i)清水元:「 南方関与の経済的側面」に関 し、戦前期の東南ア ジアにおける日本人の経済
行動の背後にあった思想について検討を進めるとともに、 日本一東南ア ジア聞のモノ ・ヒ ト・
カネの動 きについて、主 として外務省外交史料館所蔵の領事報告、通商局資料に基づき、統計
調査を継続中である。
ii)波多野澄雄:最 終年度 にあた り、1930年代および太平洋戦争期における陸軍と外務省の
「南方関与の論理」を、アジア占領地に対す る政策構想の対立として とらえ る観点か ら、.外務
省記録お よび 「大本営機密戦争 日誌」(参 謀本部戦争指導班)を 検討 した。
iii)早瀬晋三:1995年9月16日、鹿児島大学南太平洋海域研究センターにおいて、 「シンポ
ジウム 近代 日本 と 『南方関与』を組織 し、 「趣 旨説明」および 「明治期 『南進論」と 『大東
亜共栄圏」」を発表。同シンポジウムの和文要 旨および全記録は近々同研究センターか ら刊行
され る。1995年10月18日、 「総合的地域研究」総括班主催研究集会 「東南アジアの構…想力」の
コメンテーターをつ とめる。
iv)小島勝:「 南方関与」の多面性 ・多重性を示す事例 として、特にフィリピン ・ダバオに
おける沖縄県人子弟 と混血二世の教育問題、バギオにおける混血二世の教育問題について聞き
取 り調査を継続 しなが ら研究を進 め、また、 「南洋」 ・ 「南方」などと呼称 された事由につ い





3年間の研究活動により、 これ までの各 自の研究をより進展 させ、相互の交流を通 して多大
の刺激を受 けることができた。3年 目は、南方関与の 「論理」を析出するのに実があったと思
う。① 「アジア主義」 との非連続性、②明治時代の 「無告の民」への評価、③大正時代の 「南
進論」の特質、④大東亜共栄圏構想 と南方関与 との関連性、⑤戦後の日本人の東南アジア進出
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につきまとう精神性 と戦前の 「南進」との連続性、⑥南方関与を行なった個 々の日本人や個々
の進出企業の個別研究 という当初の課題は、今後なお継続的に研究され なければな らないが、
関心を共有するメ ンバーが この時期、共同研究に携われた ことは有意義であった。・これか らも、
① 日本国内の政治 ・経済 ・軍事 ・教育 ・文化などと 「南方関与」の制度化 との連関性、②本土
の日本人、沖縄県人、 日本統治時代の台湾 ・朝鮮人、 日本人 との婚姻関係を もつ者およびその
子弟な どの多重性をもつ 「日本」の南方関与の分析、③大陸部 と島喚部、植民地宗主国別 など
の 「南方」の中での地域差にもとつ く 「論理」の比較対照、④ 日本人の職種別 ・社会階層別の
「論理」の比較対照な どの検討課題を も加味 しなが ら、よ り一層 「南方関与」研究を深化 させ
たいと念願 している。
研究成果報告書を、 目下執筆 中である。
最後にな りま したが、3年 間お世話にな りま した事務局の先生方 ・職員の皆様 に厚 くお礼申
し上げます。
6.研 究 業 績(平 成7年 度 発 表 分)
小島 勝
「『南洋』 ・ 『南方』概念 について 」重点領域研究 「総合的地域研究』総括班編 『「総的地域研=究」
成果報告書 シリーズ』ll:12-2i,1996.
「戦前 の上海における浄土真宗本願寺派 開教使の足跡 」 『大谷大学真宗総合研究所研究紀要』12:
111…126,1995.
「海外子女教育の社会学」竹内洋 ・徳岡秀雄編 「教育現象の社会学』世界思想 社,pp.168-186,
1995.
『海外子女をと りま く教育環境の多様化 と変容に関す る比較研究 一マ レー シア調査報告』国際交流
研究会(代表 ・小島勝),232p,1995。
清水 元
「近代 日本 とアジアー南進論の諸相」正田健一郎編r日 本 における近代社会の形成』三嶺書房,
pp.123-149,1995.












「『朕 厳二寺体 ヲ護持 シ得テ … 』 一国体護持 とポツダム宣言」r外 交時報』1320:28-43,
1995.
「日中戦争の遺産 と負債」増 田弘 ・波多野澄雄編rア ジアのなかの 日中関係』山川 出版社,
pp.20-33,1995.
「r地域主義 』構想の戦前 ・戦中 ・戦後」重点領域研究 「総合的地域研究」総括班編r「 総合的地
域研究」成果報告書 シリーズ』11:8-ll,1996.
早瀬晋三
rフィ リピン行 き渡航者調査(1901～39年)一外務省外交史料館文書 「海外渡航者名簿よ り1重 点領
域研 究 「総合的地域研究」総括班編 「「総合的地域研究」成果報告書 シリーズ』8,p.141,
1995.
「近現代 日米貿易のなか の東 ・東南ア ジア」重点領域研究 「総合的地域研究」総括班編 「「総合 的
地域研究」成果報告書 シリーズ』ll:23-26,1996.
「東 南ア ジアの構想カ ーコメ ン ト」重点領域研究 「総合的地域研究」総括班編 『「総合的地域研究」
成果報告書 シリーズ』9-13,1996.
「東南 アジア研 究を考え る』(青山亨 ・澤田英夫 と共編著:)東南ア ジア史学会関西例会,p.52,1995。
「二つの大国アメ リカと日本 に翻弄された フィリピン」萩原宜之 ・後藤乾一編 『東南ア ジア史の な
かの近代 日本』みすず書房,pp.33-51,1995.
『東南ア ジア史学会 関西例会通報 総集編9』(澤 田英夫 と共編)東南ア ジア史学会関西例会,p.24,
1995.
「「ダバオ国』 の在留邦人」池端 雪浦編 『日本 占領下のフィ リピンー 「大東亜共栄圏」の虚構 と傷
跡』岩波書店,(印 刷中).
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